
 

北朝鮮のあひる農場および中国チベットの家きん農場で高
病原性鳥インフルエンザ（H5N1）の発生が確認されたとの
報告がありました。（発生場所等は裏面も参照ください） 
【北朝鮮での発生情報】 
 場   所  平壌市 アヒル農場  動 物 種  あひる    
 発  生  日  H25年4月19日（同5月2日確定）   
【中国での情報】 
 場   所  チベット自治区 家きん農場  動 物 種  鶏 ガチョウ    
 発  生  日   Ｈ25年5月13日（同5月13日確定） 
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高病原性鳥インフルエンザ（H5N1）! 
北朝鮮と中国で発生!! 

「飼養衛生管理基準」の遵守徹底をお願いします 
 

○飼養家きんの健康観察、異常の早期発見・早期通報 

→過去２１日間の平均死亡率の２倍を超える死亡があった場合等 
 

○野鳥・野生動物の侵入防止 

→防鳥ネットに破れがないかの点検・整備 
 

○消毒の徹底：消毒槽、農場専用の衣服・長靴の使用 
 

○部外者の出入り制限 
 

○入退場する人や車両についての記録 

家畜の異常を見つけた時は、家畜保健衛生所へご連絡ください。 

又、これらの国のみならず、台湾、カンボジア等近隣アジア
諸国においても、引き続き本病の発生が確認されていると
ころです。 

本病ウイルスの侵入は、渡り鳥だけではなく、人や物での
可能性も否定できませんので、日頃からの侵入防止対策
の徹底が大切です。 



参考：北朝鮮における高病原性鳥インフルエンザの発生地図  

      


